
 

NewsLetter  No.42   May 16 2014                       
       秋田大学附属図書館                                                      http://www.lib.akita-u.ac.jp 

ibun@lib.akita-u.ac.jp (医学図書館) 

E-mail riyos@lib.akita-u.ac.jp (中央図書館) 

プレゼンコーナーを開設  

 プレゼンテーションの練習などを行える

コーナーを中央図書館1F、サービスデスク

横に開設しました。 

 こちらのコーナーには、以下の設備を常

置しています。 

「演 台」、「デ ス ク ト ッ プ PC」4 台、

電子黒板にもなる「スクリーン」 

さらに、サービスデスクにお申し出いただ

ければ、 

「プロジェクタ」、「ノートPC」「デジタルビデオカメラ」、「可動式机・椅子」 

なども貸出致します。 

 コーナーの事前予約も可能です。公衆の面前で（仕切り等は無くオープンなスペースで

す。）学生にプレゼンの練習をさせたい、というようなご要望がございましたら是非ご利

用ください。 

プレゼンコーナー 

英語多読リーダーコーナーを設置  

 近年、英語の効果的な学習法として注目され

ている「多読法」。中央図書館では1階サポー

トコーナー（英語）の一角に、多読用リーダー

を集めました。 

 現在３５８冊あり、今後さらに充実させる予

定です。見出し語数によるランク順に並べてい

るので、自分に合ったレベルのものを選択して

読み進めることもできます。CD付きのものも

ありますので、リスニングの学習にもご利用く

ださい。（図書・CD共に貸出可能） 英語多読コーナー 
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論文収集講習会を開催します  

 国内外のデータベース（CiNii、Scopus）を使った論文の収集方法に関する講習会を中

央図書館にて開催します。 

 どなたにでも役立つ内容ですが、論文の執筆を控えている学部3・4年生、院生に特にお

すすめの内容となっております。 

 お申し込みは、図書館HPから（トップページ→「申

込・照会」→「図書館講習会」→申込フォーム）、また

は図書館サービスデスクまでお越しください。 

 研究室やゼミ単位でもお申込み可能です。人数・場

所・時間などの相談に応じますので、遠慮なくお申し付

けください。 

5月開催日カレンダー 

赤：国内論文編    青：外国論文編 
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各種電子資料を導入  

 讀 賣 新聞 1961-1980 年 の 記事

検索と、紙面イメージの閲覧・印刷

ができます。（印刷は有料）  

 中央図書館1階サービスデスク横

の電子資料閲覧PCでのみ利用可能で

す。 
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電子資料閲覧PC 

 国家元首、政治家から

スポーツ、芸術分野ま

で、世界各国約6万名の

人物情報、業績等を収録

し た 紳 士 録。名 前、国

籍、職業、誕生日等で検

索 で き ます。（学 内 限

定） 

＜アクセス方法＞ 図書館HP→検索ツール→辞書・人物・地名→「World Who's Who」 

＜検索結果詳細＞ 

ADVANCED SEARCHでは、

国籍、職業、誕生日等の項目を指

定して検索できます。 

① 讀賣新聞DVD 

② World Who’s Who (International Who's Who国際人名録オンライン版) 

③ 看護のための最新医学講座 電子ブック版 

OPAC検索画面 

※【同時アクセス数：１】利用後

は必ず Logoutしてください。 

＜アクセス方法＞ 図書館OPAC→所在「電子資料」に指定→検索→ 
 『看護のための最新医学講

座』1～8巻を購入しました。 

 ほかにも、過去に購入した

「朝倉心理学講座」「物理学

３０講シリーズ」など、約80

件の電子ブックが利用可能で

す。（学内限定） 電子ブック画面 

（6月も開催する予定です。） 


